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せ
し
ま
す

ら知お
平
成

年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

221
2
1
億
円

│
水
と
森
・
歴
史
と
文
化
に
息
づ
く

利
根
川
源
流
の
ま
ち
を
目
指
し
て
│※予算の詳細については、町のホームページに掲載されている予算書をご覧ください。

※平成22年度より、「子ども手当」が創設されました。「子ども手当」による増額分を
除く一般会計予算額は約119億円で、前年度比△5.7％となります。

地方交付税
40.7億円
（33.6％）

町 税
36.5億円
（30.2.％）

町 債
12.1億円
（10.0％）

繰入金
5.9億円
（4.9％）県支出金

6.9億円
（5.7％）

国庫支出金
7.4億円（6.1％）

各種交付金※

3.1億円（2.5％）

分担金及び負担金
2.4億円（2.0％） 地方譲与税 2億円（1.7％）

使用料及び手数料 2.2億円（1.8％）

歳 入

その他
1.9億円（1.6％）
財産収入
諸収入、繰越金
寄付金

◆会計別当初予算額
増減率平成21年度平成22年度区 分

△4.2％126億2,500万円121億円一 般 会 計

5.1%27億1,628万円28億5,466万円国民健康保険特別会計

△69.0％410万円127万円老 人 保 健 特 別 会 計

△6.5％2億3,596万円2億2,062万円後期高齢者医療特別会計

2.6%17億8,400万円18億3,000万円介 護 保 険 特 別 会 計

△4.8％2億4,393万円2億3,229万円簡易水道事業特別会計

△23.1％13億883万円10億675万円下水道事業特別会計

16.5%750万円874万円利 根 沼 田 広 域 観 光
セ ン タ ー 特 別 会 計

△52.5％1,048万円498万円自家用有償バス事業
特 別 会 計

△0.7％1,267万円1,258万円スキー場事業特別会計

2.6%3,437万円3,525万円温 泉 事 業 特 別 会 計

△8.6％3億104万円2億7,529万円収益的収入

水道事業
会 計

△10.3％2億5,903万円2億3,224万円収益的支出

30.6%6,999万円9,141万円資本的収入

17.1%1億5,203万円1億7,803万円資本的支出
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平
成

年
度
一
般
会
計
予
算
総

22

額
は
１
２
１
億
円
（
前
年
度
比
△

４
．
２
％
）
と
な
り
ま
し
た
。
歳

入
で
は
法
人
税
の
減
額
な
ど
に
よ

り
、「
町
税
」
が
前
年
度
よ
り
約
８

千
万
円
減
（
△
２
．
１
％
）
と
な

る
見
込
み
で
す
。「
地
方
交
付
税
」

は
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
の

億
７

40

千
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
依
然
と
し
て
借
金
残
高
が
多

額
で
あ
る
た
め
、「
町
債
」
は
合
併

し
た
市
町
村
の
み
が
活
用
で
き
る

合
併
特
例
債
を
柱
と
し
て
必
要
最

小
限
（
△
１
０
．
４
％
）
に
と
ど

め
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
子
ど
も
手
当
が
創

設
さ
れ
、
歳
出
で
は
「
扶
助
費
」

が
約
２
億
円
（
２
６
．
１
％
）、
歳

入
で
は
「
国
庫
支
出
金
」
が
約
１

億
６
千
万
円
（
２
８
．
７
％
）
の

増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

地
方
債
の
繰
上
償
還
を
行
っ
た
前

年
度
に
比
べ
、
歳
入
で
は
「
繰
入

金
」（
基
金
の
取
崩
）
が
約
４
億
円

（
４
０
．１
％
）、歳
出
で
は
「
公
債

費
」（
借
金
の
返
済
）
が
約
４
億
８

千
万
円
（
１
８
．
７
％
）
の
減
額

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
小
中
学

校
の
耐
震
補
強
な
ど
を
計
上
し
た

前
年
度
よ
り
も
「
普
通
建
設
事
業

費
」
が
約
２
億
２
千
万
円
減
（
△

１
５
．
３
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
の
中
心
と
な
る
会
計
で

行
政
運
営
の
基
本
的
な
経
費

人件費 24億円
（19.8％）

物件費
20.5億円
（16.9％）

補助費
17.9億円
（14.8％）

普通建設事業費
12.1億円
（10.0％）

繰出金
11.6億円
（9.6％）

扶助費
9.9億円
（8.2％）

公債費
20.8億円
（17.2％）

歳 出
（性質別）

その他
4.2億円（3.5％）
労働費、予備費
諸支出金
災害復旧費

※
各
種
交
付
金
…
地
方
消
費
税
交
付
金
・
自
動
車
取
得
税
交
付
金
・

地
方
特
例
交
付
金
・
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付
金
・

交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
・
利
子
割
交
付
金
・

株
式
等
譲
渡
所
得
割
交
付
金
・
配
当
割
交
付
金
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第1次みなかみ町総合計画に基づき、目標や施策ごとに分類した主な事業を紹介します。
◆平成22年度に実施する主な事業

予算額主 な 事 業主 な 施 策予算額目 標

４,７１６万円社会福祉協議会支援４,０００万、
ボランティアセンター運営支援３００万など

地域で支える
福祉の構築

７７億
５,９０８万円

１

誰
も
が
安
心
で
き
、安
全
で
ゆ
と
り
を
感
じ
る
ま
ち

１億
２,６８６万円

老人保護措置委託５,７６４万、老人クラブ助成・育成補助３１５万など
※ゴミ袋の無料配布（６５歳以上の一人暮らしまたは夫婦のみの世
帯に年間８０枚を配布）

高齢者福祉の充実

６億
２,９８６万円

子ども手当３億４９万、保育園運営１億４,０００万、妊婦支援１,２４３万、
出産祝金６８０万、入学支援金５７０万など
※保育料の負担軽減 ①保育園 各階層５,０００円の軽減

②幼稚園 給食費込み７,６００円⇒５,０００円/月

子育て支援の充実

３億
６９３万円

障害者自立支援給付２億８８０万、
地域活動支援センター２,４９８万など障害者福祉の充実

５８億
７,２７７万円

国民健康保険特別会計２８億５,４６６万、後期高齢者医療特別会計２
億２,０６２万、介護保険特別会計１８億３,０００万など社会保障制度の充実

４億
４,９３５万円

利根沼田広域消防負担金３億３,８６２万、
防災行政無線整備・維持管理２,４３３万など消防・防災対策の強化

１億
７,１０１万円消雪施設維持管理７,０３２万、除雪機械購入２,７００万など雪対策の強化

１億
９,６３５万円

土地開発公社運営補助（企業誘致関連）１億８,０２３万、
土地区画整理事業補助金４００万など計画的な土地利用

３０億
６,６４０万円

２

豊
か
な
自
然
と
共
生
す
る
ま
ち

３億
３,１２９万円

悪戸矢瀬線整備１億６,５２３万、湯原１９号線整備８,０００万、
まちづくり交付金事業（後閑地区）６,６６６万など

拠点機能を充実した
市街地整備の推進

２億
２,８０６万円

悪戸関口線橋梁架け替え９,０８８万、湯原３２号線無散水消雪施設整
備３,４００万、入須川師田線道路改良１,５７２万、粟沢西線無散水消雪
施設整備１,５００万など

道路網の整備

３,４１７万円地上デジタル放送推進２,４６６万誰もが使える
情報基盤の整備

１,０８５万円太陽光発電設置補助６００万、環境基本計画策定２００万などみなかみ・水・「環境力」
宣言の実現

２億
６,８８０万円簡易水道事業特別会計（人件費を除く）１億８,５２７万など安心できる水道水の

安定供給
１３億

４,６４８万円下水道事業特別会計（人件費を除く）９億４９７万など利根川源流にふさわしい
下水道の整備

５億
７,４８４万円

固形燃料化施設管理運営３億１,６０４万、
アメニティパーク管理運営６,００２万など

水と緑を守る
環境衛生の推進

２億
３,２６５万円

デスティネーションキャンペーン推進３,８００万、
観光パンフレット製作１,４２０万など観光振興２億

４,５２０万円3
交流による
魅力と活力に
あふれるまち

５億
７,１３６万円

利根沼田区域農用地総合整備事業（望郷ライン）負担金１億１,０５９
万、農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業（真沢地区）
５,１１１万、中山間地域総合整備（水上中央地区）４,２１８万、中山間地
域直接支払事業３,３９９万など

地域の特性を活かした
農林業の振興６億

１,８５７万円

4
産業が育ち
持続する
まち

２,２１２万円ふるさと雇用再生特別基金事業１,３５１万、商工会補助８００万など商業の振興

１０億
６,８４１万円

利根沼田学校組合（利根商業高校）負担金４億９,６６９万、桃野小学
校プール改修７,０００万、水上地区スクールバス購入１,２３７万、水上
中学校改築１,０００万、教育補助員５０２万など

学校教育の充実
１１億

７,９７６万円

5
豊かな

文化と心を
育むまち

５億
４,５２８万円

利根沼田文化会館運営費負担金２,４９２万、
カルチャーセンター運営１,３８３万など生涯学習の推進

２７６万円東京芸術大学文化交流２６０万など芸術の薫るまちづくり
４,８７２万円協働のまちづくり事業１,８８３万、区長会１,８７２万など住民参加のまちづくり

２７億
６,１７６万円

6 住民と
ともに歩む
健全なまち

２５億
２,０８１万円地方債償還２０億８,８３２万、合併振興基金造成３億１,０６０万など健全財政の推進

２６億
７,６３８万円職員人件費２４億２,３００万、町議会議員選挙１,７８３万など職員人件費、議会費、

選挙費など
２６億

７,６３８万円
7
その他

■問い合わせ先 総合政策課 財政グループ ☎（25）5005

約26億円

地域情報通信基盤整備（光ファイバー敷設）（藤原、猿ヶ京地区）1
億9,200万、ユビキタスタウン構想推進（観光ポータルサイト構
築）2,400万、まちづくり交付金事業（後閑地区）5億2,585万、水
上中学校建設13億9,130万など

平成21年度予算に計上されながら、
年度内に事業が完了せず、平成22年
度に繰り越して実施する事業

繰越事業

※水道事業会計を除く
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町
で
は
、
町
政
執
行
体
制
を
強
化
し
、

よ
り
充
実
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
に
４
月
１
日
か
ら
新
た
な
体
制
で

業
務
に
取
り
組
み
ま
す
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

栢
「
子
育
て
健
康
課
」
を
「
子
育
て
支

援
グ
ル
ー
プ
」
と
「
健
康
推
進
グ
ル
ー

プ
」
に
再
編
し
ま
す
。

■
子
育
て
を
支
援
す
る
体
制
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
健
康
を
推
進
す
る
体
制
、
そ
れ
ぞ

れ
を
組
織
的
に
強
化
し
、
よ
り
充
実
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま

す
。

栢
「
生
活
環
境
課
」
を
廃
止
し
て
、「
環

境
課
」
と
「
上
下
水
道
課
」
を
設
置
し

ま
す
。

■
環
境
課
を
新
設
し
、
ゴ
ミ
処
理
施
設
を

含
め
た
環
境
行
政
を
一
本
化
し
ま
す
。

■
上
下
水
道
課
を
新
設
し
、
上
水
道
、
簡

易
水
道
お
よ
び
下
水
道
事
業
の
専
門
性
を

強
化
し
ま
す
。

■
企
業
会
計
の
健
全
化
に
努
め
ま
す
。

栢
「
総
務
課
」
に
「
水
上
・
新
治
支
所
」

を
編
入
し
ま
す
。

■
総
務
課
に
水
上
支
所
、
新
治
支
所
を
編

入
し
て
、
本
庁
・
支
所
間
の
連
携
強
化
を

図
り
ま
す
。

■
本
庁
と
支
所
の
役
割
分
担
を
見
直
し
、

組
織
の
ス
リ
ム
化
を
図
り
ま
す
。

栢
「
水
上
支
所
」
に
「
除
雪
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
ま
す
。

■
町
北
部
地
域
の
除
雪
体
制
を
強
化
し
ま

す
。
な
お
、
除
雪
セ
ン
タ
ー
は
地
域
整
備

課
の
内
部
組
織
と
な
り
ま
す
。
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平成22年度 新組織図

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制町政執行体制をををををををををををををををををををををを
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平成22年度
みなかみ町役場新組織

町 長
副町長
総 務 課

行革推進室
行革推進G

行政G
管財・防災G

水上支所
庶務・住民サービスG
建設・産業G

新治支所
庶務・住民サービスG
建設・産業G

総合政策課
財政G

税 務 課

企画振興G

資産税G
住民税G

滞納整理室
滞納整理G

町民福祉課
高齢・介護G

子育て健康課

幼稚園・保育園
こども園

児童館
健康推進G

環 境 課
奥利根アメニティパーク

上下水道課
下水道G

農 政 課
農村整備G

観光商工課

福祉・医療G

子育て支援G

環境政策G

上水道G

農政G

観光商工G
デスティネーションキャンペーン推進室

地域整備課
都市計画G
除雪センター

会 計 課
町議会
議会事務局

教育長
教 育 課

管理・建設G

会計G

庶務・議事G

総務・学校G
小中学校
給食センター
スクールバス

生涯学習推進室
生涯学習G
公民館
カルチャーセンター
各種体育施設

組織図内「G」は、
グループの略です。

栢
「
総
務
課
」
に
「
行
革
推
進
室
」
を

設
置
し
ま
す
。

■
行
政
評
価
と
人
材
育
成
（
人
事
評
価
）

を
活
用
し
て
、
計
画
的
・
効
果
的
な
行
政

改
革
を
推
進
し
ま
す
。

栢
「
総
合
政
策
課
」
を
「
企
画
振
興
グ

ル
ー
プ
」
と
「
財
政
グ
ル
ー
プ
」
に
再

編
し
ま
す
。

■
企
画
振
興
グ
ル
ー
プ
で
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
・
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
広
報
誌
・

情
報
政
策
な
ど
の
業
務
を
一
体
化
す
る
こ

と
で
、
広
報
広
聴
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

■
財
政
グ
ル
ー
プ
に
監
査
委
員
事
務
局
を

設
置
す
る
と
と
も
に
、
入
札
・
契
約
関
連

業
務
を
総
務
課
か
ら
移
管
し
ま
す
。
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栢
教
育
委
員
会
事
務
局
「
教
育
課
」
に

「
生
涯
学
習
推
進
室
」
を
設
置
し
ま
す
。

■
生
涯
学
習
の
推
進
を
図
る
た
め
、
教
育

委
員
会
事
務
局
教
育
課
に
生
涯
学
習
推
進

室
を
設
置
し
ま
す
。

栢
観
光
商
工
課
に
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ
Ｃ
）
推
進
室
を

設
置
し
ま
す
。

■
平
成

～

年
度
に
開
催
す
る
大
型
観

22

23

光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
取
り
組
む
た
め
、
観

光
商
工
課
に
Ｄ
Ｃ
推
進
室
を
設
置
し
、
み

な
か
み
町
観
光
協
会
、
み
な
か
み
町
商
工

会
と
連
携
し
た
専
門
セ
ク
シ
ョ
ン
を
新
設

し
ま
す
。
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議員控室
第３
会議室

第２会議室

第４
会議室

土地開発
公社

議会
事務局

議長室

傍
聴
席

議 場

役場本庁舎内の各課事務室の新しい配置

６階 議長室
議会事務局
議場
議員控室

土地開発公社
第２会議室
第３会議室
第４会議室

町長室

防
災
無
線
室

農政課 吹抜

吹
抜総合政策課総務課

カ ウ ン タ ー

カ ウ ン タ ー

副
町
長
室

第１
会議室５階 町長室

副町長室
総務課

総合政策課
農政課
第１会議室

環境課 税務課
会
計
課

日
直
室

ホール

玄
関町民福祉課子育て健康課

カ ウ ン タ ー

カ ウ ン タ ー

４階 会計課
税務課
町民福祉課
子育て健康課

環境課
正正正正正正正正正正面面面面面面面面面面玄玄玄玄玄玄玄玄玄玄正面玄関関関関関関関関関関関
日直室

宿
直
室

職員休憩室 地域整備課
町民
相談室３階 地域整備課

町民相談室
職員休憩室
宿直室

上下水道課 上下水道課

外階段
健康
相談室

第２
玄関２階 上下水道課

健康相談室
第第第第第第第第第第２２２２２２２２２２玄玄玄玄玄玄玄玄玄玄第２玄関関関関関関関関関関関

※庁舎下の駐車場からは、外階段を利用
して第２玄関から庁舎に入れます。

※正面玄関から入ったフロアが、
４階になります。

ト
イ
レ

階
段

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

４
月
１
日
か
ら
町
観
光
商
工
課
は

上
毛
高
原
駅
前
の
観
光
セ
ン
タ
ー
２

階
に
移
転
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
観

光
セ
ン
タ
ー
に
は
、
み
な
か
み
町
観

光
協
会
と
み
な
か
み
町
商
工
会
の
事

務
所
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課

行
革
推
進
室

☎
（
２
５
）
５
０
０
０
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■
加
入
・
脱
退
は

日
以
内
に

14

職
場
の
医
療
保
険
（
健
康
保
険
、
共
済

組
合
な
ど
）
に
加
入
し
て
い
る
人
以
外
は
、

す
べ
て
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
入
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

就
職
や
退
職
な
ど
で
国
保
か
ら
他
の
医

療
保
険
へ
、
ま
た
他
の
医
療
保
険
か
ら
国

保
へ
変
わ
る
場
合
に
は
、
保
険
証
を
確
認

し
、

日
以
内
に
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

14

■
届
出
が
遅
れ
る
と

国
保
に
加
入
す
る
届
出
が
遅
れ
る
と
、

保
険
証
が
な
い
間
の
医
療
費
全
額
が
自
己

負
担
に
な
り
ま
す
。
後
日
、
加
入
の
届
出

を
す
る
と
、
前
の
保
険
が
切
れ
た
日
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
国
保
の
資
格
を
得
ら
れ
ま

す
が
、
国
保
税
も
資
格
が
発
生
し
た
日
に

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

一
度
に
多
額
の
保
険
税
を
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

手続に必要なもの内 容

印鑑、転出証明書
ほかの市町村から
転入してきたとき

加

入

す

る

と

き

印鑑、社会保険離脱証明書
職場の健康保険をやめたとき、
またはその扶養家族で
なくなったとき

印鑑、保険証、母子健康手帳子どもが生まれたとき

印鑑、保護廃止決定通知書
生活保護を

受けなくなったとき

印鑑、外国人登録証、
パスポート

外国人の方で１年以上の
在留資格があり、

外国人登録を行ったとき

印鑑、世帯全員の保険証ほかの市町村へ転出するとき
脱

退

す

る

と

き

印鑑、国民健康保険証、
加入した職場の健康保険証

職場の健康保険へ加入した
とき、またはその扶養家族に

なったとき

印鑑、保険証死亡したとき

印鑑、保険証、
保護開始決定通知書

生活保護を
受けるようになったとき

印鑑、保険証、外国人登録証
外国人の加入資格が
なくなったとき

印鑑、保険証、年金証書退職被保険者に該当したとき

そ

の

ほ

か

の

と

き

印鑑、世帯全員の保険証

同じ市町村内で
住所が変わったとき

世帯主が変わったとき

世帯が分かれたときや
一緒になったとき

印鑑、保険証氏名が変わったとき

印鑑、破損した保険証、
運転免許証などの
身分を証明するもの

保険証を失くした、
または破損したとき

印鑑、保険証、在学証明書
修学のためほかの市町村へ
転出し、保険証が必要なとき

◎届出が必要な場合

４
月
は
異
動
の
季
節
で
す

忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずず忘れずにににににににににににににににににににににに!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!

■
学
生
用
の
保
険
証

家
族
と
離
れ
て
住
む
学
生
の
た
め
に
学

生
用
の
保
険
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
該

当
す
る
人
は
、
印
鑑
、
国
民
健
康
保
険
証
、

在
学
証
明
書
を
持
参
し
て
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

学
生
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
翌
年

の
３
月

日
ま
で
で
す
。
毎
年
４
月
に
更

31

新
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に

も
、
在
学
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

学
生
で
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に

保
険
証
を
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

会
社
や
役
所
な
ど
を
退
職
し
て
国
保
に

加
入
し
、
厚
生
年
金
な
ど
を
受
け
取
っ
て

い
る

歳
未
満
の
人
と
そ
の
家
族
は
「
退

65

職
者
医
療
制
度
」
に
加
入
と
な
り
ま
す
の

で
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
国
保
税
の
金
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

■
該
当
す
る
人

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
か
ら
の
老
齢

（
退
職
）年
金
、
通
算
老
齢（
退
職
）年
金
、

障
害
年
金
を
受
け
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
年

金
加
入
期
間
が

年
以
上
、
ま
た
は

歳

20

40

以
降
の
加
入
期
間
が

年
以
上
あ
る
人
。

10

■
被
扶
養
者
に
な
れ
る
人

退
職
被
保
険
者
本
人
と
同
居
し
、
退
職

被
保
険
者
の
収
入
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持

し
て
い
る
家
族
（
年
間
収
入
が

歳
未
満

60

で
１
３
０
万
円
以
上
、

歳
以
上
で
１
８

60

０
万
円
以
上
あ
る
人
は
除
く
）

■
一
部
負
担
金

一
般
被
保
険
者
と
同
様
で
、
入
院
・
外

来
と
も
３
割
で
す
。

■
適
用
資
格

年
金
受
給
権
を
取
得
し
た
日
か
ら
適
用

資
格
が
発
生
し
ま
す
。

■
加
入
手
続

年
金
証
書
を
受
け
取
っ
て
か
ら

日
以

14

内
に
、
国
保
の
被
保
険
者
証
、
加
入
期
間

が
記
載
さ
れ
て
い
る
年
金
証
書
、
印
鑑
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
存
じ
で
す
か

退
職
者
医
療
制
度
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■
問
い
合
わ
せ
先

ौ
઒
೥
金
事
務
所

０
２
̓
̕
（
２
２
）
１
̒
０
̓

町
民
෱
ࢱ
課

෱
ࢱ
・
ҩ
療
グ
ル
ー
プ

ὸ（
２
５
）５
０
１
１

ࠃࠃࠃࠃࠃࠃࠃࠃࠃࠃࠃࠃࠃࠃࠃࠃࠃࠃࠃࠃࠃࠃࠃ
ຽຽຽຽຽຽຽຽຽຽຽຽຽຽຽຽຽຽຽຽຽຽຽ
೥೥೥೥೥೥೥೥೥೥೥೥೥೥೥೥೥೥೥೥೥೥೥
ۚۚۚۚۚۚۚۚۚۚۚۚۚۚۚۚۚۚۚۚۚۚۚ
͔͔͔͔͔͔͔͔͔͔͔͔͔͔͔͔͔͔͔͔͔͔͔
ΒΒΒΒΒΒΒΒΒΒΒΒΒΒΒΒΒΒΒΒΒΒΒ
ͷͷͷͷͷͷͷͷͷͷͷͷͷͷͷͷͷͷͷͷͷͷͷ
͓͓͓͓͓͓͓͓͓͓͓͓͓͓͓͓͓͓͓͓͓͓͓
஌஌஌஌஌஌஌஌஌஌஌஌஌஌஌஌஌஌஌஌஌஌஌
ΒΒΒΒΒΒΒΒΒΒΒΒΒΒΒΒΒΒΒΒΒΒΒ
ͤͤͤͤͤͤͤͤͤͤͤͤͤͤͤͤͤͤͤͤͤͤͤ

日
本
に
住
む

歳
以
上

歳
未
満
の

20

60

人
は
、
全
員
が
国
民
年
金
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

歳
以
上
の
学
生
も
国
民
年
金
に
加

20
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
収

入
が
一
定
額
以
下
の
学
生
に
つ
い
て
は
、

申
請
し
て
承
認
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、

学
生
期
間
中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
家
族
の
収
入
に
関
係

な
く
、
学
生
本
人
の
所
得
を
基
準
と
し

て
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の

場
合
、
学
生
本
人
に
所
得
が
な
い
こ
と

か
ら
、
大
部
分
の
学
生
は
こ
の
制
度
に

該
当
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
（
一
部
の
学

校
は
こ
の
制
度
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
）。保険

料
の
納
付
猶
予
を
受
け
て
い
る

期
間
中
に
万
が
一
の
事
故
な
ど
で
障
害

を
負
っ
た
場
合
に
は
、
障
害
基
礎
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

■
高
額
療
養
費
支
給
制
度

１
か
月
間
に
医
療
機
関
で
支
払
っ
た
お

金（
一
部
負
担
金
）が
高
額
に
な
っ
た
場
合
、

こ
の
一
部
を
お
返
し
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
該
当
者
に
は
受
診
し
た
月
の
２
か
月

後
に
通
知
を
送
付
し
て
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。
相
手
が
あ
る
交
通
事
故
な
ど
は
対

象
外
で
す
。

■
出
産
育
児
金
支
給
制
度

被
保
険
者
が
出
産
を
し
た
場
合
、
世
帯

主
に

万
円
（
産
科
医
療
保
障
制
度
該
当

40

の
場
合
は

万
円
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

42

■
葬
祭
費
支
給
制
度

被
保
険
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
葬
祭
を

行
っ
た
人
に
５
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
人
間
ド
ッ
ク
検
診
費
助
成
金
制
度

当
該
年
度
の
４
月
１
日
現
在
で
、
満
30

歳
以
上

歳
未
満
（
後
期
高
齢
者
医
療
制

75

度
該
当
者
を
除
く
）
か
つ
国
民
健
康
保
険

税
完
納
の
世
帯
の
人
が
、
医
療
機
関
で
人

間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
場
合
、
毎
年
度
１

人
１
回
に
限
り
検
診
費
の
３
分
の
２
の
金

額
が
助
成
金
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
助

成
金
の
上
限
は
脳
ド
ッ
ク
を
含
む
場
合
に

は
５
万
円
、
含
ま
な
い
場
合
は
３
万
円
で

す
。
な
お
、
助
成
金
の
支
給
は
申
請
順
で

予
算
の
範
囲
内
の
支
給
件
数
と
な
り
ま
す
。

※
検
診
結
果
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
特
定
健
診
を
受
け
た
方
は
助
成
の
対
象

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
課

福
祉
・
医
療
グ
ル
ー
プ

☎
（
２
５
）
５
０
１
１

猶
予
を
受
け
た
期
間
は
年
金
を
受
け
る

た
め
の
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

老
齢
基
礎
年
金
額
に
は
反
映
し
ま
せ
ん
。

満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

に
は
、

年
以
内
に
保
険
料
を
納
め
る

10

こ
と
（
追
納
）
が
必
要
で
す
。

承
認
期
間
は
、
平
成

年
４
月
か
ら

22

平
成

年
３
月
ま
で
で
す
。
学
生
納
付

23

特
例
制
度
を
申
請
さ
れ
る
方
は
、
役
場

町
民
福
祉
課
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

な
お
、
既
に
学
生
納
付
特
例
の
申
請

を
さ
れ
て
い
て
、
翌
年
度
以
降
も
在
学

見
込
み
の
方
に
は
、
毎
年
３
月
末
に
日

本
年
金
機
構
か
ら
ハ
ガ
キ
形
式
の
申
請

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
ハ
ガ

キ
を
郵
送
す
る
だ
け
で
手
続
が
で
き
ま

す
。詳

し
く
は
、
渋
川
年
金
事
務
所
ま
た

は
役
場
町
民
福
祉
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

外
と
な
り
ま
す
。

■
特
定
健
診
・
保
健
指
導

歳
以
上

歳
未
満
の
方
（
後
期
高
齢

40

75

者
医
療
制
度
該
当
者
を
除
く
）
を
対
象
に
、

６
月
中
旬
か
ら
７
月
ま
で
各
地
域
を
ま

わ
っ
て
集
団
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
詳
し

い
日
程
に
つ
い
て
は
、
６
月
始
め
に
対
象

者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。
健
診
を
受
け
て

健
康
に
注
意
を
払
い
、
医
療
費
の
増
加
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■
入
院
時
食
事
負
担
額
の
減
額
申
請

住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
に
は
、
入
院

時
の
食
事
代
の
標
準
負
担
額
を
減
額
す
る

「
国
民
健
康
保
険
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
を
、
申
請
に
よ
っ
て
発
行
し
ま
す
。

主
な
内
容
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
書
が
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。

筋

芹

緊

菌

錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦

禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁

欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣

欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽

国
民
健
康
保
険
の

い
ろ
い
ろ
な
制
度

標準負担額区 分

260円一般被保険者

210円
90日以内の
入院

住
民
税
非
課
税
世
帯

160円
90日を
超える入院

100円
70歳以上で
低所得の人

入院時の食事代標準負担額
（１食当たり）
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２
月

日
、
水
上
地
区
ま
ち
づ
く
り
協

22

議
会
の
主
催
に
よ
る
外
国
文
化
講
演
会
が

町
観
光
会
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

本
協
議
会
は
、
平
成

年
度
に
設
置
さ

21

れ
た
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
践

す
る
組
織
で
、
平
成

年
度
の
第
一
弾
事

21

業
と
し
て
こ
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
中
国
や
韓
国
等
か
ら
の
外

国
人
観
光
客
が
年
々
増
加
す
る
中
、
近
隣

諸
国
の
文
化
風
習
を
知
り
、
観
光
振
興
に

よ
る
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

本
協
議
会
長
の
福
井
誠
さ
ん（
高
日
向
）

の
開
会
挨
拶
で
始
ま
っ
た
講
演
会
は
、
三

部
構
成
で
行
わ
れ
、
町
民
の
方
々
の
ほ
か

町
外
の
方
も
含
め
約
２
０
０
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、「
中
国
の
文
化
風
習
を

学
ぶ
」
と
題
し
、
グ
ォ
ウ
イ
ェ
ン
先
生
に

よ
る
幻
想
的
な
二
胡
演
奏
、
ヌ
ル
グ
リ
ア

イ
サ
先
生
に
よ
る
華
や
か
な
歌
と
踊
り
、

ワ
ン
ウ
ェ
イ
先
生
に
よ
る
中
国
の
文
化
風

習
に
つ
い
て
の
楽
し
い
講
演
な
ど
が
行
わ

れ
、
会
場
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
笑
い
や
、

活
発
な
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、「
韓
国
の
文
化
風
習
を

学
ぶ
」
と
題
し
、
キ
ム
先
生
に
よ
る
美
し

い
歌
、
イ
ウ
オ
ン
ヒ
先
生
に
よ
る
韓
国
の

生
活
や
習
慣
に
つ
い
て
、
こ
ち
ら
も
楽
し

く
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
三
部
は
、
水
上
地
区
の
尺
八
有
志
に

よ
る
日
本
民
謡
演
奏
と
水
上
オ
カ
リ
ナ
合

奏
団
に
よ
る
日
本
童
謡
演
奏
が
行
わ
れ
、

大
勢
の
観
衆
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

三
時
間
に
わ
た
る
講
演
会
は
、
同
講
演

会
実
行
委
員
長
の
松
本
英
也
さ
ん（
谷
川
）

の
挨
拶
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
さ

れ
た
ほ
と
ん
ど
の
方
々
は
、
最
後
ま
で
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

本
協
議
会
は
、
こ
の
事
業
の
ほ
か
平
成

年
度
に
三
つ
の
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

21実
施
内
容
は
、
随
時
紹
介
し
て
い
き
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町
で
は
、
地
域
の
自
立
と
活
性
化
を
図

る
目
的
で
、
地
域
間
交
流
事
業
に
対
し
、

予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

こ
の
地
域
間
交
流
事
業
と
は
、
町
の
豊

富
な
自
然
や
多
様
な
歴
史
、
伝
統
、
文
化
、

産
業
を
活
か
し
、
創
造
的
、
個
性
的
な
地

域
づ
く
り
の
た
め
に
実
施
す
る
事
業
で

す
。こ

れ
ら
の
事
業
を
実
施
す
る
予
定
で
、

補
助
金
を
要
望
す
る
団
体
は
次
の
と
お

り
募
集
を
行
い
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課企

画
振
興
グ
ル
ー
プ

☎
（
２
５
）
５
０
０
４

地
域
間
交
流
事
業
補
助
金
の

要
望
団
体
を
募
集
し
ま
す
！

■
対
象
者

み
な
か
み
町
民
ま
た
は
み
な

か
み
町
に
居
住
す
る
方
が
主
体
と
な
っ
て

運
営
し
て
い
る
団
体

■
対
象
事
業

①
町
外
交
流
事
業

地
域
資
源
を
活
用
し
、
対
象
者
が
町
外

の
団
体
と
共
同
活
動
す
る
交
流
事
業

②
町
内
交
流
事
業

地
域
資
源
を
活
用
し
、
月
夜
野
地
区
、

水
上
地
区
お
よ
び
新
治
地
区
の
地
域
間
で
、

対
象
者
同
士
が
共
同
活
動
す
る
交
流
事
業

③
調
査
研
究
事
業

前
事
業
の
実
施
を
目
的
と
し
て
、
対
象

者
が
行
う
地
域
資
源
活
用
に
関
し
て
の
調

査
研
究
事
業

■
補
助
金
の
額

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で
、

千
円
未
満
を
切
り
捨
て
、

万
円
を
限
度

20

と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
申
請
が
多
数
の
場

合
は
、
補
助
金
の
額
を
調
整
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

■
申
請
方
法
等

随
時
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
た
だ
し
、

予
算
の
範
囲
内
と
し
ま
す
。
申
請
方
法
や

補
助
金
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

外
国
文
化
講
演
会
を
開
催

水
上
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
取
り
組
み

ま
ち
づ
く
り
の
広
場

シ
リ
ー
ズ
３

↓
ワ
ン
ウ
ェ
イ
先
生
に
よ
る
講
演
の
様
子

↓
そ
れ
ぞ
れ
講
演
を
し
て
く
れ
た
先
生
方
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「赤い羽根募金」・「NHK歳末たすけあい」でおなじみの共同募金。この配分は、県民の皆様の貴重
な浄財が財源です。配分を希望する場合は、5月10日までに所定の申請書を提出してください。

施設整備
配 分

福祉サービス利用者を直接処遇する
施設※を新築・改築・改修・修繕する
事業 ※原則法人所有

申請できるのは葛 社会福祉法人、更生保護法人、
特例民法法人、一般・公益社団（財団）法人、
特定非営利活動法人

配分の上限は葛 事業費の75％まで
◎第一種・第二種社会福祉事業
及び更生保護事業の場合………………上限500万円

◎それ以外の場合…………………………上限200万円

車両整備
配 分

申請できるのは葛 社会福祉法人、更生保護法人、
特例民法法人、一般・公益社団（財団）法人、
特定非営利活動法人

配分の上限は葛 事業費の75％まで
◎バス(マイクロバス等)…………………上限300万円
◎それ以外…………………………………上限200万円

福祉サービス利用者を直接処遇する
ために使用する自動車を新規購入ま
たは更新する事業

○福祉車両・ワゴン車・バス（送迎用など）
○バン・トラック（授産施設・作業所など）

備品整備
配 分

福祉サービス利用者を直接処遇する
ために使用する備品を新規購入また
は更新する事業

申請できるのは葛 社会福祉法人、更生保護法人、
特例民法法人、一般・公益社団（財団）法人、
特定非営利活動法人、
任意団体（法人格のない団体）

配分の上限は葛 事業費の75％まで（上限200万円）
※ただし、任意団体は上限100万円とします。

事業経費
配 分

①地域で福祉サービス利用者を直接
処遇する事業

②福祉施設を拠点として地域福祉
サービスを提供する事業

申請できるのは葛
社会福祉法人、更生保護法人、特例民法法人、
一般・公益社団（財団）法人、特定非営利活動法人、
任意団体（法人格のない団体）
配分の上限は葛
１事業あたり事業費の75％（上限50万円）
※１団体５事業（上限150万円）まで申請できます。

運営費
配 分

福祉活動を目的として設立された団体
の活動経費

申請できるのは葛 任意団体
（法人格のない団体）

配分の上限は葛 1団体あたり5万円まで

受付締切：平成22年5月10日（月）
受付窓口：町の共同募金会窓口（支会・分会）

または県共同募金会事務局（本会）
◎施設や市町村域内の事業…………… 支会・分会
◎市町村域を超えて実施する事業…………… 本会
詳しくは下記までお問い合わせください。

４月

申請受付

８月

配分計画
立 案

３月

配分決定

翌４月

事業実施

３月

完了・精算一次審査
（書類審査）

二次審査
（ヒアリング等）

◆申請書様式は群馬県共同募金会ホームページか
らダウンロードできます。
●ＵＲＬ http://www.akaihane-gunma.or.jp

共同募金の配分申請ご存
じ

です
か？

─民間福祉事業を支援します─

申請は平成22年4月1日～5月10日
事業実施は平成23年4月からです。申請から配分まで

町民福祉課 福祉・医療グループ 察25‐5011
または 水上支所 庶務・住民サービスグループ 察72‐2111

新治支所 庶務・住民サービスグループ 察64‐0111

③地域住民や福祉関係者などを対象とした各種啓
発事業、講演、研修等の事業

④複数の団体間を調整し、福祉の増進を図る事業

県共同募金会
察027（255）6596

どの配分も、民間の福祉事業が対象です！
介護保険事業や行政の責任に属する事業は配分対象
外です。（施設整備配分は介護保険事業でも対象にな

る場合あり）

■問い合わせ先
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癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫

翫
翫
翫

全国育樹祭とは
森林の手入れを通じて活力ある緑の造成気運を高め、次世代にわたる連帯性を深める

ことを目的に、皇族殿下をお迎えして開催する全国規模の行事です。

育
樹
祭
の
開
催
準
備
や
当
日
の
行
事
運
営
を
補
助
す
る
、
第

回
全
国
育
樹
祭
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

34

椛
活
動
日
程
お
よ
び
活
動
内
容

注
必
要
に
応
じ
開
催
準
備
活
動
を
追
加
・
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

椛
活
動
場
所

県
立
森
林
公
園
「

世
紀
の
森
」（
沼
田
市
・
川
場
村
）
ほ
か

21

椛
対
象
者

県
内
在
住
の
高
校
生
以
上
の
人
で
、
開
催
準
備
お
よ
び
事
前
研
修
の
各
１
日
、
育
樹
祭
当
日
に
参
加
で
き
る
人
。

椛
定
員

２
０
０
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
）

椛
応
募
期
限

４
月

日
（
金
）

30

椛
応
募
方
法

「
応
募
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
直
接
持
参
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
は
県
庁
、
各
環
境
森
林
事
務
所
お
よ
び
森
林
事
務
所
、
各
市
町
村
役
場
な
ど
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.tre
e
-c
a
re
.p
re
f.g
u
n
m
a
.jp

）
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

椛
そ
の
他

ま
た
、
育
樹
祭
サ
ポ
ー
タ
ー
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
ジ
ャ
ン
バ
ー
お
よ
び
帽
子
を
支
給
し
ま
す
。

椛
申
し
込
み
先

〒
３
７
１
‐
８
５
７
０

前
橋
市
大
手
町
１
‐
１
‐
１

群
馬
県
庁
緑
化
推
進
課
全
国
育
樹
祭
推
進
室
内

第

回
全
国
育
樹
祭
群
馬
県
実
行
委
員
会
事
務
局

34
☎

０
２
７
（
２
２
６
）
３
２
７
８

F
A
X

０
２
７
（
２
４
３
）
１
３
１
５

メ
ー
ル

iku
ju
sa
i@
tre
e
-c
a
re
.p
re
f.g
u
n
m
a
.jp

日

程

（
予

定
）

８
月
８
日（
日
）

９
時
～

時
15

９
月
５
日（
日
）

９
時
～

時
15

９
月
上
旬（
平
日
）

時
～

時

10

15

９
月

日（
日
）

９
時
～

時

19

15

9
月
下
旬（
数
日
）

時
～

時

10

15

月
３
日（
日
）

６
時

分
～

時

分

10

30

15

30

場

所
21世紀の森ほか

活

動

内

容

森
林
整
備

式
典
リ
ハ
ー
サ
ル
、清
掃

土
壌
改
良
袋
詰
め

総
合
リ
ハ
ー
サ
ル
、育
樹
会
場
整
備（
穴
掘
）

プ
ラ
ン
タ
ー
の
設
置

ほ
か

参
加
者
誘
導
・
案
内
な
ど
の
行
事
運
営
補
助

備

考

開
催
準
備

事
前
研
修

開
催
準
備

事
前
研
修

開
催
準
備

育
樹
祭
当
日

サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
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猿平成22年度町税等の納期のお知らせ猿

■問い合わせ先 税務課 住民税グループ ☎（25）5007

■平成22年度 みなかみ町税等 口座振替納期限一覧表■

平成22年度町税等の納期限をお知らせいたします。町税等の納期内納付にご協力ください。

3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月再
振
有
無

納期限・
期別

税 目
3月
31日

2月
28日

1月
31日

12月
27日

11月
30日

11月
1日

9月
30日

8月
31日

8月
2日

6月
30日

5月
31日

4月
30日

随2随1
○
第4期

－－
○
第3期

－
○
第2期

－
○
第1期

－－◎町 県 民 税

－－－
○
第4期

－－
○
第3期

－
○
第2期

－
○
第1期

－◎固定資産税

○
第12期

○
第11期

○
第10期

○
第9期

○
第8期

○
第7期

○
第6期

○
第5期

○
第4期

○
第3期

○
第2期

○
第1期

◎
国 民 健 康
保 険 税

－－－－－－－－－－○－◎軽自動車税

4月
15日

3月
15日

2月
15日

1月
17日

12月
15日

11月
15日

10月
15日

9月
15日

8月
16日

7月
15日

6月
15日

5月
17日

再振替日

※振替日（納期限）は各月の末日、ただし、末日が土日・祝日の場合は、翌営業日となります。
※再振日は、翌月15日です。ただし15日が土日・祝日の場合は翌営業日となります。

椛
期
日

平
成

年

月
３
日
（
日
）

22

10

椛
時
間

式
典
行
事

午
前
９
時

分
～
午
後
０
時

分

50

30

※
式
典
行
事
開
始
前
に
育
樹
活
動
を
行
い
ま
す
。

椛
会
場

県
立
森
林
公
園
「

世
紀
の
森
」（
沼
田
市
・
川
場
村
）

21

椛
内
容

１
式
典
行
事

○
皇
族
殿
下
の
お
こ
と
ば
、
お
手
入
れ

○
緑
化
功
労
者
等
の
表
彰

○
緑
の
少
年
団
活
動
発
表

○
メ
イ
ン
テ
ー
マ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

（
四
季
を
通
し
て
の
ぐ
ん
ま
自
然
と
の
共
生
を
表
現
し
た
音
楽
劇
）
な
ど

※
主
な
出
演
者
：
安
田
姉
妹
（
安
田
祥
子
、
由
紀
さ
お
り
）

山
中
千
尋
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

宗
次
郎
（
オ
カ
リ
ナ
奏
者
）
ほ
か

２
参
加
者
に
よ
る
育
樹
活
動

椛
対
象

小
学
生
以
上

椛
定
員

１
，
０
０
０
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。）

椛
費
用

無
料

椛
申
込
期
間

４
月

日
（
木
）
～
５
月

日
（
月
）

15

31

椛
申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
載
し
て
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
直
接
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
用
紙
は
県
庁
、
各
環
境
森
林
事
務
所
お
よ
び
森
林
事
務
所
、
各
市
町
村
役
場
な
ど
に
置
い

て
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.tre
e
-c
a
re
.p
re
f.g
u
n
m
a
.jp

）
か
ら
も
入
手

で
き
ま
す
。

椛
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

第

回
全
国
育
樹
祭
群
馬
県
実
行
委
員
会
事
務
局

34
（
群
馬
県
庁
緑
化
推
進
課
全
国
育
樹
祭
推
進
室
内
）

☎

０
２
７
（
２
２
６
）
３
２
７
５

F
A
X

０
２
７
（
２
４
３
）
１
３
１
５

一
般
参
加
者
募
集
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囲碁・将棋大会が開催されました
２
月

日
、
群
馬
会
館
に
お
い
て
群
馬
県
中
学
校
体
育
連
盟
第

回
表

18

29

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
は
水
上
中
学
校
３
年
生
の
石
坂
拓
也

さ
ん
が
、
平
成

年
度
の
柔
道
大
会
に
お
い
て
立
派
な
成
績
を
残
し
た
の

21

で
、
優
秀
選
手
賞
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
大
会
お
よ
び
成
績

は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
第

回
40

全
国
中
学
校
柔
道
大
会

㎏
級

第
５
位

81
◎
第

回
34

関
東
中
学
校
柔
道
大
会

㎏
級

第
３
位

81

２
月

日
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

21

第
５
回
町
囲
碁
・
将
棋
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
将
棋
の
部
（
一
般
）

優

勝

木
檜
昭
夫
さ
ん
（
沼
田
市
）

準
優
勝

星
野
文
雄
さ
ん
（
後
閑
）

第
三
位

馬
場
春
夫
さ
ん
（
師
）

■
囲
碁
の
部

◇
Ａ
ク
ラ
ス
（
四
段
以
上
）

優

勝

中
村
雅
彦
さ
ん
（
湯
原
）

準
優
勝

阿
部
俊
二
さ
ん
（
真
庭
）

第
三
位

石
坂
作
次
さ
ん
（
鹿
野
沢
）

◇
Ｂ
ク
ラ
ス
（
三
段
以
下
）

優

勝

小
林
喜
八
郎
さ
ん
（
月
夜
野
）

準
優
勝

関
口

功
さ
ん
（
上
津
）

第
三
位

小
野
和
一
郎
さ
ん
（
鹿
野
沢
）

２
月

日
、
町
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
た
く
み
会
」
が
、

25

本
町
と
友
好
都
市
協
定
を
結
ん
で
い
る
茨
城
県
取
手
市
を

訪
問
し
、「
取
手
宿
ひ
な
ま
つ
り
」
を
視
察
研
修
し
ま
し
た
。

た
く
み
会
は
、
本
町
の
「
た
く
み
の
里
」
で
陶
芸
の
家
、

竹
細
工
の
家
、
和
紙
の
家
な
ど
、
体
験
工
房
の
職
人
さ
ん

た
ち
が
集
ま
っ
て
活
動
し
て
い
る
団
体
で
、
今
回
の
視
察

研
修
に
は

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

15

取
手
市
で
は
商
工
会
女
性
部
が
中
心
と
な
り
、
桃
の
節
句
に
あ
わ
せ
て
「
つ
る
し
飾
り
」
を
町
中

に
飾
る
取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。
当
初
は
数
人
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
取
り
組
み
も
、
第
６
回
目

を
迎
え
る
今
年
で
は
、
市
内
団
体
や
企
業
等
が
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
参
加
し
た
町
ぐ
る
み
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
同
市
商
工
会
女
性
部
の
方
々
に
話
を
伺
い
な
が
ら
、
市
内
１
０
８
カ
所
に
飾
ら
れ
た

つ
る
し
飾
り
を
視
察
し
ま
し
た
。
町
ぐ
る
み
で
イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組
む
取
手
市
民
の
姿
勢
に
感
心
し
、

「
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
同
会
で
も
参
考
に
し
た
い
。」な
ど
と
話

さ
れ
、
大
変
有
意
義
な
視
察
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

本
町
の
た
く
み
の
里
で
は
、
２
月
か
ら
３
月
上
旬
に
か
け
て
、「
ひ
な
人
形
の
展
示
」
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
展
示
は
、
た
く
み
の
里
で
働
く
従
業
員
や
地
元
の
人
た
ち
が
、
子
ど
も
の
頃
に

た
く
み
の
里
の「
た
く
み
」が

友
好
都
市「
取
手
市
」へ
視
察

飾
っ
て
い
た
も

の
を
観
光
客
の

人
た
ち
に
見
て

楽
し
ん
で
も
ら

い
た
い
と
始
め

ら
れ
た
も
の
で

す
。
今
回
の
視

察
研
修
が
、
こ

の
ひ
な
人
形
展

示
に
ま
た
一
味

違
う
趣
き
を
も

た
ら
し
て
く
れ

る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

群
馬
県
中
学
校
体
育
連
盟
第

回
表
彰
式

29

写真＝「取手宿ひなまつり」のつるし飾りなど
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集
め
た
ア
ル
ミ
缶
で

福
祉
器
具
を
寄
贈

水
上
中
学
校
（
中

島
智
雄
校
長
）
で
は
、

平
成
９
年
か
ら
生
徒

会
の
福
祉
委
員
会
が

中
心
と
な
り
、
ア
ル

ミ
缶
を
回
収
し
、
そ

の
収
益
金
お
よ
び
Ｐ

Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
売
上
金

の
一
部
で
福
祉
器
具

を
購
入
し
て
、
町
社

会
福
祉
協
議
会
に
寄

贈
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
よ
り
小
中

一
貫
教
育
の
推
進
で
、

水
上
小
学
校
の
児
童

も
参
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
方
々

や
保
護
者
か
ら
も
協

力
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

３
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、
町
内

の
各
小
・
中
学
校
で
卒
業
式
が
、
各
幼
稚

園
・
保
育
園
で
卒
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

３
月

日
、
人
工
芝
グ
ラ

14

ウ
ン
ド
竣
工
記
念
式
典
が
、

月
夜
野
緑
地
施
設
内
運
動
広

場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
旧

月
夜
野
町
が
昭
和

年
国
民

58

体
育
大
会
（
あ
か
ぎ
国
体
）

に
お
い
て
、
ホ
ッ
ケ
ー
競
技

場
を
担
当
し
て
以
来
、
町
の

写真左から：岸町長、湯原まちなみ協議会鈴木委員長
山田副委員長、山口副委員長

３
月
２
日
、
湯
原
ま
ち
な
み
協
議
会
を
代

表
し
て
、
鈴
木
俊
夫
委
員
長
よ
り
岸
町
長
へ

「
ま
ち
な
み
協
定
」
の
承
認
申
請
書
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
湯
原
温
泉
地
区
で
は
、
平
成

年
度

17

よ
り
温
泉
街
と
し
て
の
魅
力
的
な
街
な
み
や
、

生
活
環
境
を
創
り
出
す
た
め
に
、「
街
な
み

環
境
整
備
事
業
」
の
実
施
に
向
け
地
元
住
民

で
協
議
検
討
並
び
に
協
定
の
同
意
が
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
湯
原
温
泉
地
区
の
住
民
と
行
政

の
協
働
体
制
の
も
と
街
な
み
環
境
整
備
事
業

の
推
進
が
図
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

▲新治中学校で行われた卒業証書授与式
卒業生から在校生へ送別の歌を披露

▼人工芝グラウンド、ホッケーでの始球式の様子

そ
れ
ぞ
れ
思
い
出
を
胸
に
、
慣
れ
親
し
ん

だ
学
舎
や
恩
師
に
別
れ
を
告
げ
、
新
た
な

道
へ
と
旅
立
ち
ま
し
た
。

学
校
や
園
の
卒
業
・
卒
園
者
数
は
表
の

と
お
り
で
す
。

今
年
も
、
２
ｔ
車
で
年
５
回
に
も

の
ぼ
る
ア
ル
ミ
缶
が
回
収
さ
れ
、
３

月
５
日
に
水
上
中
学
校
で
福
祉
器
具

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

贈
呈
式
で
中
島
校
長
は
、「
今
年

も
皆
さ
ん
の
温
か
い
心
が
届
け
ら
れ

た
。
ア
ル
ミ
の
買
い
取
り
価
格
は
下

が
っ
た
け
れ
ど
、
温
か
な
気
持
ち
は

変
わ
っ
て
い
な
い
。
先
輩
た
ち
か
ら

受
け
継
い
で
き
た
伝
統
を
来
年
に
も

つ
な
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

湯
原
温
泉
地
区
が

『
ま
ち
な
み
協
定
』を
提
出

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
大
い

に
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
度
、

多
く
の
皆
さ
ん
の
御
支
援
を

い
た
だ
き
、
新
し
く
生
ま
れ

変
わ
り
ま
し
た
。

今
後
、
町
民
皆
さ
ん
の
健

康
維
持
増
進
に
、
更
に
役
立

つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

月
夜
野
緑
地
広
場

人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
竣
工
記
念
式
典

幼稚園 82人
32月夜野幼稚園
9同 下牧分園
3月夜野北幼稚園
27にいはるこども園（幼）
11若栗幼稚園

保育園 59人
15水上第一保育園
4水上第二保育園
3水上第三保育園
15にいはるこども園（保）
22月夜野保育園

小学校 209人
60古馬牧小学校
42桃野小学校
13月夜野北小学校
33水上小学校
4幸知小学校
1藤原小学校
56新治小学校

中学校 219人
108月夜野中学校
42水上中学校
5藤原中学校
64新治中学校

思
い
出
を
胸
に

新
た
な
る
旅
立
ち
!!
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４
月

日
に
廃
タ
イ
ヤ
等
の
回
収

25
町
で
は
、
不
法
投
棄
防
止
や
リ
サ
イ
ク

ル
を
進
め
る
た
め
、
廃
タ
イ
ヤ
等
の
有
料

回
収
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
日
時

４
月

日
（
日
）

25

午
前
９
時
～

時
ま
で

12

■
場
所

奥
利
根
ア
メ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク

■
回
収
料
金
（
消
費
税
込
み
）

○
軽
自
動
車
、
普
通
自
動
車
タ
イ
ヤ

１
５
０
円
／
本

○
２
～
４
ｔ
車
、
４
Ｗ
Ｄ
車
タ
イ
ヤ

２
８
０
円
／
本

○
大
型
自
動
車
タ
イ
ヤ

５
０
０
円
／
本

○
農
機
具
タ
イ
ヤ５

０
０
～
８
０
０
円
／
本

○
車
用
バ
ッ
テ
リ
ー

０
円
／
個

○
消
火
器

４
０
０
～
１
，
０
０
０
円
／
本

※
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
特
種
タ
イ
ヤ
な
ど

月
夜
野
地
区
・
新
治
地
区
に

土
砂
災
害
警
戒
区
域
お
よ
び

特
別
警
戒
区
域
を
指
定

各
地
区
住
民
皆
さ
ん
へ
の
説
明
会
を
経

て
、
平
成

年
３
月
、
県
知
事
に
よ
り
、

22

月
夜
野
地
区
と
新
治
地
区
の
５
８
４
箇
所

が
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く
「
土
砂
災

害
警
戒
区
域
」
お
よ
び
「
土
砂
災
害
特
別

警
戒
区
域
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
（
水
上

地
区
は
平
成

年
１
月
に
指
定
済
み
）。

20

こ
れ
に
伴
い
、
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
月
夜
野
地
区
と
新
治

地
区
の
皆
さ
ん
に
各
戸
配
布
し
ま
す
。
災

害
時
に
備
え
、
危
険
箇
所
や
避
難
場
所
等

の
確
認
、
普
段
か
ら
の
防
災
意
識
の
高
揚

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

お 知 ら せ

の
回
収
金
額
に
つ
い
て
は
、
そ
の
場
で

ご
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
タ
イ
ヤ
の
中
に
ご
み
等
が
あ
る
場
合
は

取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
回
収
は
、
本
町
在
住
の
方
が
家
庭

で
使
用
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

ご
み
分
別
・
収
集
お
よ
び

ご
み
日
曜
搬
入
日
の
変
更
等
の

お
知
ら
せ

ご
み
の
分
別
・
収
集
お
よ
び
、
ア
メ
ニ

テ
ィ
パ
ー
ク
へ
ご
み
を
搬
入
で
き
る
日
曜

日
が
、
４
月
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
と
な

り
ま
し
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
資
源
ご
み
袋
（
小
）
が
４
月
以

降
新
た
に
発
売
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
ご
み
分
別
・
収
集
に
つ
い
て
の
変
更

○
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
お
よ
び
ト
レ
ー
は
、

燃
や
せ
る
ご
み
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

○
化
粧
品
び
ん
は
、「
び
ん
（
資
源
ご
み
）」

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
乳
白
色
の
も
の
は
、
今
ま
で
ど
お
り

燃
や
せ
な
い
ご
み
へ
お
願
い
し
ま
す
。

■
ア
メ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク
へ
ご
み
を
搬
入
で

き
る
日
曜
日
の
変
更

○
ア
メ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク
へ
ご
み
を
搬
入
で

き
る
日
曜
日
が
、
４
月
か
ら
毎
月
第
３

日
曜
日
に
な
り
ま
し
た
。

■
資
源
ご
み
袋
（
小
）
の
発
売
に
つ
い
て

○
資
源
ご
み
袋
（
小
）
が
新
た
に
登
場
し
、

４
月
以
降
、
町
指
定
ご
み
袋
取
扱
店
で

発
売
さ
れ
る
予
定
で
す
。

※
価
格
は

枚
入
り
２
０
０
円
で
す
。

20

■
問
い
合
わ
せ
先

奥
利
根
ア
メ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク

☎
（
６
４
）
１
１
６
７

■
問
い
合
わ
せ
先

奥
利
根
ア
メ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク

☎
（
６
４
）
１
１
６
７

■
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課

管
財
・
防
災
グ
ル
ー
プ

☎
（
２
５
）
５
０
０
２

猿納税と納期限猿

■納期限：4月30日（金）
国民健康保険税 第1期

■納期限：5月31日（月）
国民健康保険税 第2期
固定資産税 第1期
軽自動車税

国民年金３月分の納期限は、
４月30日金です。
後期高齢者保険料第１期の
納期限は、８月２日月です。
介護保険料第１期の納期限
は、４月30日金です。

お支払いは便利な口座
振替をご利用ください。

■５月の納税

■４月の納税
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認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
・
健
康
保

険
証
等
）

③
納
税
通
知
書
交
付
後
は
納
税
通
知
書
・

課
税
明
細
書

④
納
税
者
本
人
の
代
理
で
縦
覧
を
す
る
場

合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

■
価
格
に
関
す
る
申
出

登
録
さ
れ
た
価
格
に
つ
い
て
不
服
が
あ

る
場
合
は
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
価
格

を
登
録
し
た
旨
が
告
示
さ
れ
た
日
か
ら
、

納
税
通
知
書
の
交
付
を
受
け
た
日
後

日
60

ま
で
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
固
定
資
産
税
台
帳
の
閲
覧
に
つ
い
て
は
、

納
税
者
本
人
も
し
く
は
代
理
人
等
で
あ
れ

ば
、
閉
庁
時
を
除
き
年
間
を
通
じ
て
閲
覧

で
き
ま
す
。

不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

国
税
専
門
官
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

国
税
庁
で
は
、
次
の
と
お
り
国
税
専
門

官
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

■
受
験
資
格

○
昭
和

年
４
月
２
日
～
平
成
元
年
４
月

56

１
日
生
ま
れ
の
者

○
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者

で
次
に
掲
げ
る
も
の

土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

■
縦
覧
の
期
間

○
期
日

４
月
１
日
（
木
）
～
５
月

日
（
月
）

31

※
但
し
、
閉
庁
日
は
除
く

○
時
間

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

30

15

分
ま
で

■
縦
覧
の
場
所

役
場
本
庁
舎

税
務
課

水
上
・
新
治
各
支
所

■
縦
覧
の
範
囲

「
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
で
納

税
者
本
人
所
有
の
土
地
・
家
屋
は
も
と
よ

り
、
そ
の
他
の
土
地
・
家
屋
の
価
格
に
つ

い
て
も
縦
覧
が
で
き
ま
す
。

■
縦
覧
対
象
者

み
な
か
み
町
に
所
在
す
る
土
地
・
家
屋

の
固
定
資
産
税
納
税
者
、
も
し
く
は
そ
の

代
理
人
。
た
だ
し
、
み
な
か
み
町
に
土

地
・
家
屋
を
所
有
し
て
い
て
も
、
税
額
が

生
じ
な
い
場
合
（
非
課
税
・
減
免
・
免
税

点
未
満
等
）
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

■
縦
覧
に
必
要
な
も
の

①
認
印

②
縦
覧
対
象
者
が
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確

■
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課

資
産
税
グ
ル
ー
プ

☎
（
２
５
）
５
０
０
６

①
大
学
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び
平
成

年
23

３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の

者②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資

格
が
あ
る
と
認
め
る
者

■
試
験
の
程
度

大
学
卒
業
程
度

■
受
験
申
込
期
間

４
月
１
日
（
木
）
～

日
（
水
）

14

※

日
ま
で
の
通
信
日
付
印
有
効

14
■
申
込
書
提
出
先

沼
田
税
務
署

■
試
験
日

◇
第
１
次
試
験

６
月

日
（
日
）

13

◇
第
２
次
試
験

７
月

日
（
火
）
～

20

27

日
（
火
）
の
い
ず
れ
か
１
日
（
第
１
次
試

験
合
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日
時
）

要
援
護
者
地
域
支
え
合
い
マ
ッ
プ

づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

町
で
は
、
要
援
護
者
を
地
域
全
体
で
支

え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
と
し
て
、
要
援
護

者
地
域
支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
に
着
手

し
ま
し
た
。

こ
の
マ
ッ
プ
は
、
災
害
危
険
箇
所
や
避

難
所
、
い
ざ
と
い
う
時
に
役
立
つ
社
会
資

源
な
ど
と
併
せ
て
、
要
援
護
者
宅
や
要
援

護
者
を
支
援
し
て
く
れ
る
支
援
者
宅
な
ど

が
分
か
る
地
図
を
作
成
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
町
で
は
昨
年
度
、
地
域
支
え
合

い
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
含
め
た
要
援
護
者
情

報
の
共
有
や
更
新
の
円
滑
化
が
図
れ
る
よ

う
に
、
要
援
護
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の
整
備

を
行
い
ま
し
た
。
シ
ス
テ
ム
整
備
は
、
宝

く
じ
の
収
益
に
よ
る
（
財
）
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー「
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
助
成
事
業
」

の
助
成
金
に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を

行
う
こ
と
、
す
べ
て
の
人
が
い
き
い
き
と

生
活
し
、
人
と
人
と
の
交
流
が
深
ま
る
共

生
型
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

モ
デ
ル
的
な
事
業
を
実
施
す
る
市
町
村
へ

助
成
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

ら
せ

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

沼
田
税
務
署

☎
０
２
７
８
（
２
２
）
２
１
３
１

税
務
課

住
民
税
グ
ル
ー
プ

☎
（
２
５
）
５
０
０
７

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
課

高
齢
・
介
護
グ
ル
ー
プ

☎
（
２
５
）
５
０
１
２

お
知
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お 知 ら せ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室開

催
の
お
知
ら
せ

町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
で
は
、
町
民
の

方
々
等
を
対
象
と
し
て
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

普
段
、
運
動
は
し
た
い
け
れ
ど
な
か
な

か
機
会
が
な
い
方
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を

や
っ
て
み
た
い
け
ど
教
え
て
く
れ
る
人
が

い
な
い
、
な
ど
と
い
っ
た
方
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
通
じ
て
、
楽
し
く
健

康
づ
く
り
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
！

■
対
象
地
域

町
内
在
住
ま
た
は
町
内
の

事
業
所
に
勤
務
の
方

■
開
催
日
（
左
記
の
木
曜
日
）

４
月

８
日
・

日
・

日

15

22

５
月

６
日
・

日
・

日
・

日

13

20

27

６
月

３
日
・

日
・

日
・

日

10

17

24

■
開
催
時
間

午
後
７
時

分
～
２
時
間
程
度

30

■
会
場

古
馬
牧
小
学
校

体
育
館

■
参
加
費

無
料

■
対
象
者

中
学
生
以
上

■
傷
害
保
険

各
自
で
加
入
（
任
意
）

■
用
意
い
た
だ
く
も
の

・
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

・
ラ
ケ
ッ
ト
（
持
っ
て
い
る
方
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
）

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
開
催
日
に

直
接
体
育
館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

自
衛
官
等
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

防
衛
省
で
は
、
次
の
と
お
り
平
成

年
22

度
各
種
自
衛
官
等
の
採
用
試
験
を
行
い
ま

す
。

◆
幹
部
候
補
生
（
男
女
）

○
資
格

歳
以
上

歳
未
満

22

26

○
受
付
期
間

４
月
１
日
（
木
）
～
５
月

日
（
月
）

10

○
１
次
試
験
日
・
試
験
会
場

５
月

日
（
土
）
勢
多
会
館

15

◆
一
般
曹
候
補
生
（
男
女
）

○
資
格

歳
以
上

歳
未
満

18

27

○
受
付
期
間

４
月
１
日
（
木
）
～
５
月

日
（
月
）

10

○
１
次
試
験
日
・
試
験
会
場

５
月

日
（
土
）
勢
多
会
館

22

全
日
本
ろ
う
あ
連
盟

設
立

周
年
記
念
映
画

60

「
ゆ
ず
り
葉
」
上
映
の
お
知
ら
せ

全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
は
、
創
立

周
年

60

記
念
事
業
と
し
て
、
映
画
「
ゆ
ず
り
葉
」

を
製
作
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ろ
う
・
難

聴
児
に
希
望
を
与
え
、
そ
の
親
を
励
ま
し
、

ろ
う
者
自
身
を
勇
気
づ
け
、
映
画
を
通
し

て
皆
さ
ん
と
共
感
し
合
う
た
め
の
も
の
で

す
（
内
容
は
中
学
・
高
校
生
向
け
で
す
）。

文
部
科
学
省
選
定
、
厚
生
労
働
省
推
薦

の
「
ゆ
ず
り
葉
」
を
、
こ
の
機
会
に
是
非

視
聴
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

■
期
日

５
月
４
日
（
火
）

■
時
間

▽
午
前
の
部
／
受
付
：
９
時
20

分
～
（
上
映
開
始
：

時
～
）
▽
午
後
の

10

部
／
受
付
：
１
時

分
～
（
上
映
開
始
：

20

２
時
～
）

■
場
所

利
根
沼
田
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

■
主
催

利
根
沼
田
聴
覚
障
害
者
協
会

（
会
長
＝
本
多
健
三
郎
）

水
ば
し
ょ
う
の
会
（
会
長
＝
武
井
宏
次
）

■
チ
ケ
ッ
ト
料
金

▽
前
売
券

大
人
１
，
２
０
０
円

高
校
生
以
下
８
０
０
円

▽
当
日
券

大
人
１
，
５
０
０
円

高
校
生
以
下
１
，
０
０
０
円

障
害
者
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

開
設
の
お
知
ら
せ

就
職
を
希
望
す
る
障
害
を
お
持
ち
の
方
、

在
職
中
で
課
題
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方

に
対
し
て
、
関
係
機
関
と
協
力
し
合
い
就

職
活
動
に
か
か
わ
る
相
談
を
受
け
た
り
、

職
場
開
拓
や
職
場
実
習
の
あ
っ
せ
ん
な
ど
、

地
域
の
中
で
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る

た
め
の
機
関
で
す
。

障
害
を
お
持
ち
の
方
や
、
ご
家
族
の
悩

み
等
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
受
付

相
談
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
セ
ン

タ
ー
ま
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
開
設
時
間

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）

８
時

分
～

時

分
ま
で

30

17

15

■
相
談
料

無
料

■
対
象
者

利
根
沼
田
地
域
に
お
住
ま
い

の
就
業
へ
の
意
欲
が
あ
る
方
、
障
害
者
雇

用
を
検
討
し
て
い
る
事
業
所
の
方
な
ど
。

■
名
称

障
害
者
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

コ
ス
モ
ス

■
所
在
地

〒
３
７
９
‐
１
２
０
５

利
根
郡
昭
和
村
大
字
川
額
１
３
０
６

■
問
い
合
わ
せ
先

教
育
課

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

☎
（
２
５
）
５
０
２
５

■
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
沼
田
地
域
事
務
所

☎
（
２
３
）
４
１
１
１

■
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
法
人

北
毛
清
流
会

た
け
の
こ
学
園
内

☎
（
２
４
）
６
２
２
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
２
４
）
６
１
１
７

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
課

福
祉
・
医
療
グ
ル
ー
プ

☎
（
２
５
）
５
０
１
１
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県
営
住
宅
入
居
者
募
集

年
度
の
県
営
住
宅
入
居
者
募
集
は
、

22
４
月
、
７
月
、

月
、
１
月
の
年
４
回
実

10

施
し
ま
す
。
今
回
は
４
月
入
居
者
募
集
の

お
知
ら
せ
で
す
。

■
募
集
団
地
等

募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
入
居
資
格

現
在
住
宅
に
困
窮
し
て
お
り
、
親
族
と

入
居
す
る
予
定
の
人
、
ま
た
は
単
身
の
高

齢
者
や
障
害
の
あ
る
人

※
収
入
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
募
集
案
内
ま
た
は
県
住
宅

供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。同

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.gu
n
m
a-jkk.o

r.jp
/

■
申
込
期
間

４
月
１
日（
木
）～

日（
木
）

15

■
申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙
を
郵
送

■
申
込
用
紙
・
募
集
案
内
配
布
場
所

県
住
宅
供
給
公
社
（
前
橋
市
紅
雲
町
）

県
土
木
事
務
所

市
役
所
・
町
村
役
場

■
そ
の
他

入
居
者
は
、
公
開
抽
選
で
選

定
し
ま
す
。

※
一
部
の
住
宅
（
萱
野
団
地
、
城
山
団
地
、

城
ノ
岡
団
地
、
鳥
山
団
地
）
に
つ
い
て
は
、

随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

知
的
障
害
者
巡
回
相
談

群
馬
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

よ
る

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
巡
回
相
談

18

を
実
施
し
ま
す
。

相
談
は
す
べ
て
予
約
制
で
す
。

■
相
談
日
時

６
月

日
（
木
）

17

午
前

時
か
ら
受
付

10

■
場
所

沼
田
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
相
談
内
容

○
各
種
相
談

○
判
定

○
健
康
診
査

○
生
活
指
導
等

■
申
込
締
切

５
月

日
（
火
）

11

子
ど
も
の
人
権
特
設
相
談

前
橋
地
方
法
務
局
お
よ
び
群
馬
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
次
の
と
お
り
子

ど
も
の
人
権
特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

■
内
容
「
い
じ
め
」「
体
罰
」「
虐
待
」
な

ど
を
は
じ
め
と
す
る
、
子
ど
も
の
人
権
に

関
す
る
相
談
・
悩
み
ご
と
。

■
料
金

無
料

※
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
程

○
４
月

日
（
木
）

29

午
後
１
時

分
～
３
時

分

30

30

沼
田
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

３
階
相
談
室

○
５
月
１
日
（
土
）

午
後
１
時
～
４
時

前
橋
プ
ラ
ザ
元
気

５
階

21

○
５
月
６
日
（
木
）

午
後
１
時

分
～
３
時

分

30

30

高
崎
人
権
プ
ラ
ザ

※
そ
の
他
会
場
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。な

お
、
特
設
相
談
所
以
外
で
も
、
通
常

ど
お
り
前
橋
地
方
法
務
局
お
よ
び
各
支
局

で
電
話
相
談
を
受
け
つ
け
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
お
よ
び

そ
の
ご
家
族
の
皆
さ
ん
へ

群
馬
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
が

巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時

５
月

日
（
水
）

12

午
前

時
～
正
午
ま
で

10

■
場
所

沼
田
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
相
談
科
目

整
形
外
科
、
在
宅
訪
問
診
査

■
相
談
内
容

身
体
障
害
者
の
補
装
具
・
自
立
支
援
医

療
（
更
生
医
療
）
給
付
要
否
判
定
、
身
体

障
害
者
に
関
す
る
各
種
相
談
等

■
必
要
な
も
の

身
体
障
害
者
手
帳
、
印
鑑

■
そ
の
他

重
度
障
害
者
の
方
に
は
ご
自

宅
を
訪
問
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
相
談
は
す
べ
て
予
約
制
で
す
の
で
、
４

月

日
（
月
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

26
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

県
住
宅
供
給
公
社
（
建
築
住
宅
課
）

☎
０
２
７
（
２
１
０
）
６
６
３
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
７
（
２
２
３
）
９
８
０
８

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
課

福
祉
・
医
療
グ
ル
ー
プ

☎
（
２
５
）
５
０
１
１

水
上
支
所

庶
務
・
住
民
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

☎
（
７
２
）
２
１
１
１
（
内
１
０
７
）

新
治
支
所

庶
務
・
住
民
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

☎
（
６
４
）
０
１
１
１
（
内
１
２
３
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
課

福
祉
・
医
療
グ
ル
ー
プ

☎
（
２
５
）
５
０
１
１

相 談

募 集

■
問
い
合
わ
せ
先

前
橋
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
２
７
（
２
２
１
）
４
４
２
６
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௕期間に౉り、みなさまの健૿߁ਐ
のために行ってきました体ૢڭ室です
が、4月よりٳ止とさせていただきま
す。
Ճしていただいていた、多くの町ࢀ
民のみなさまには、大มご໎࿭をおか
けしますが、ごཧղとごڠ力をおئい
いたします。

教育課 生涯学習グループ
☎（25）5025

問い合わせ先

猿
ヶ
京
関
所

関
所
は
、
大
化
二
年
（
六
四
六
）
に
制
度
化
さ
れ
、
畿
内
防
御
の
た
め
東
海
道

鈴
鹿
・
東
山
道
不
破
・
北
陸
道
愛
発
（
あ
ら
ち
）
の
三
関
所
を
要
衝
と
し
、
相
模

足
柄
・
上
野
碓
氷
・
陸
奥
白
河
等
六
ヶ
所
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
当
初
は
軍
事
目

的
で
し
た
が
、
中
世
に
な
る
と
朝
廷
や
荘
園
領
主
が
通
行
料
を
徴
収
し
財
源
と
し
て
い
ま

し
た
。
織
田
信
長
の
楽
市
楽
座
政
策
で
関
所
の
機
能
変
化
も
あ
り
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代

に
な
る
と
治
安
維
持
の
た
め
五
街
道
や
主
要
道
に
五
三
ヶ
所
の
関
所
を
整
え
ま
し
た
。
上

野
国
内
に
は
中
山
道
の
碓
氷
関
所
や
日
光
例
弊
使
街
道
の
五
料
関
所
な
ど
十
四
の
関
所
が

置
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
上
野
国
が
関
東
北
辺
に
位
置
す
る
た
め
江
戸
の
守
り
を
重
視
し

た
か
ら
で
す
。

上
野
国
内
で
最
も
重
視
さ
れ
た
の
は
中
山
道
の
碓
氷
関
所
、
三
國
街
道
の
猿
ヶ
京
関
所

で
し
た
。
猿
ヶ
京
関
所
は
相
俣
宿
か
ら
生
井
（
現
在
赤
谷
湖
底
）
に
下
り
、
赤
谷
川
を
渡

り
再
び
坂
を
上
り
切
っ
た
猿
ヶ
京
宿
入
り
口
に
あ
り
ま
す
。
設
置
年
代
は
「
片
品
村
星
野

家
文
書
」
の
慶
長
五
年
（
一
五
〇
〇
）、「
須
川
記
」（
新
治
村
金
泉
寺
文
書
）
の
寛
永
八
年

（
一
六
三
一
）
と
「
猿
ヶ
京
関
所
明
細
帳
下
書
」（
片
野
家
文
書
）
の
万
治
二
年
（
一
六
五

九
）
の
三
説
の
う
ち
、
寛
永
九
年
清
水
峠
越
え
が
停
止
さ
れ
猿
ヶ
京
経
由
が
正
式
通
路
に

な
る
寛
永
説
が
定
説
と
さ
れ
て
い
ま
す
。「
入
り
鉄
砲
に
出
女
」
に
象
徴
さ
れ
る
取
り
締
ま

り
は
厳
重
で
通
行
手
形
所
持
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
女
性
に
つ
い
て
髪
形
な
ど

事
細
か
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
開
門
は
明
け
六
ツ
、
閉
門
は
暮
れ
六
ツ
で
し
た
。

関
守
は
沼
田
藩
主
真
田
氏
の
給
人
格
二
名
、
足
軽
十
二
名
、
下
番
役
に
は
猿
ヶ
京
、
相

俣
、
永
井
、
吹
路
の
四
ヶ
村
の
百
姓
が
昼
夜
六
人
交
替
で
当
り
ま
し
た
。
真
田
氏
改
易
後

は
代
官
支
配
と
な
り
関
守
は
白
岩
、
西
川
、
中
尾
、
横
谷
の
四
名
が
二
人
宛
三
十
日
交
替

と
し
、
下
番
役
に
富
士
新
田
、
合
瀬
の
二
村
が
加
わ
り
六
ヶ
村
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後

高
野
新
五
左
衛
門
、
木
村
何
平
、
戸
部
八
左
衛
門
、
片
野
平
内
の
四
家
の
世
襲
と
な
り
ま

し
た
。
関
所
の
構
造
は
建
物
七
間
四
尺
×
二
間
半
、
表
椽
は
幅
三
尺
、
長
さ
七
間
半
の
板

張
り
で
内
部
は
上
の
間
、
中
の
間
、
下
の
間
の
畳
敷
で
し
た
。
門
は
二
ヶ
所
、
西
門
は
内

御
門
と
い
い
簡
単
な
冠
木
門
、
東
門
は
内
御
門
と
い
い
板
茸
屋
根
、
二
枚
の
扉
は
鍵
付
き

で
し
た
。
三
、
四
戸
の
役
宅
と
獄
舎
も
あ
り
、
塀
で
囲
ま
れ
広
場
が
あ
り
ま
し
た
。
武
具

は
弓
五
張
、
槍
五
挺
、
鉄
砲
十
挺
、
三
つ
道
具
（
つ
く
棒
、
さ
す
ま
た
、
袖
が
ら
み
）
一

組
、
棒
十
二
本
で
し
た
。
現
存
す
る
片
野
氏
の
役
宅
は
昭
和
二
十
六
年
群
馬
県
指
定
史
跡

と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
新
治
村
史
料
集
、
三
國
街
道
、
新
治
村
誌
）

実
行
委
員

見
城
孝
司
（
布
施
）

シリーズ 十
三

み
な
か
み
町
歴
史
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
事
業

相
談
は
、
予
約
制
で
先
着
順
に
な
り
ま
す

時
間
は
全
て
午
後
１
時

分
～
４
時
ま
で

30

心
配
ご
と
・
法
律
相
談
所

◆
心
配
ご
と（
民
生
・
人
権
・
行
政
）相
談
所

■
水
上
会
場

４
月

日
（
火
）

20

会
場

社
会
福
祉
協
議
会
水
上
支
所

■
新
治
会
場

５
月

日
（
火
）

18

会
場

の
ぞ
み
館
相
談
室

◆
法
律
相
談
所

■
月
夜
野
会
場

４
月
９
日
（
金
）

会
場

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

■
水
上
会
場

５
月

日
（
金
）

14

会
場

社
会
福
祉
協
議
会
水
上
支
所

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

み
な
か
み
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
（
６
２
）
０
０
８
１

相
談

体操教室休止の
お知らせ
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中央
公民館

カルチャーセンター
児童図書室
●開室日（●印）
原則として月曜日と祝祭日の翌日を除く日

午前９時～午後５時●おはなしの会（●印）
と き／４月15日（木）午後３時30分～
ところ／カルチャーセンタープレイルーム

新治
公民館

●開室日（●印）
月曜日と祝祭日を除く日 午前９時～午後５時
●おはなしの会（●印）
今月のおはなしの会はお休みです。
※4月18日は町議会議員選挙のため、臨時休室です。

水上
公民館

●開室日（●印）
月曜日と祝祭日を除く日 午前９時～午後５時
※開室日の12時～13時の間は休室になります

上牧1735察20‐4040

後閑321‐1察62‐2275
布施365察64‐0111

湯原441察72‐3707

4月 4月

4月
4月

●開室日（●印）
火・木・土曜日
午前９時～午後５時（祝祭日を除く日）
日曜日（第1・第3） 午前９時～12時
※開室日の12時～13時の間は休室になります
※4月18日は町議会議員選挙のため、臨時休室です。

土金木水火月日

３２１
10９８７６５４
17161514131211
24232221201918

302928272625

土金木水火月日

３２１
10９８７６５４
17161514131211
24232221201918

302928272625

土金木水火月日

３２１
10９８７６５４
17161514131211
24232221201918

302928272625

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書室室室室室室室室室室図書室だだだだだだだだだだよよよよよよよよよよだよりりりりりりりりりりり
中央・カルチャーセンター・新治・水上

珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
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ご寄附をいただいた皆様（公表のご同意が確認できた方のみ掲載させていただいております。）
ヤマモトハツコ 様 ・ 仲田由雄 様 ・ 生方昭一 様 ・ 関 米勝 様 ・ 滝沢君江 様
梅沢靖夫 様 ・ 間部 譲 様 ・ 堀 滋 様 ・ 堀 美枝子 様 ・ 小川邦彦 様

（計10件）
以上の方々から、みなかみ町を応援していただいております。
皆様からのご芳志は“みなかみ・水・「環境力」基金”に積立て、今後指定された使途により有効

に活用させていただきます。

寄附金合計額寄附件数

852,000円10件

■問い合わせ先 環境課 環境政策グループ ☎（25）5003

土金木水火月日

３２１
10９８７６５４
17161514131211
24232221201918

302928272625

◎21年度の寄附状況 累計額累計件数

1,262,000円14件
◎現在までの累計

みみみみみみみみみみななななななななななかかかかかかかかかかみみみみみみみみみみ・・・・・・・・・・水水水水水水水水水水みなかみ・水・・・・・・・・・・・「「「「「「「「「「環環環環環環環環環環境境境境境境境境境境力力力力力力力力力力」」」」」」」」」」寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄附附附附附附附附附附金金金金金金金金金金受受受受受受受受受受入入入入入入入入入入状状状状状状状状状状「環境力」寄附金受入状況況況況況況況況況況況
ΈΈΈΈΈΈΈΈΈΈΈͳͳͳͳͳͳͳͳͳͳͳ͔͔͔͔͔͔͔͔͔͔͔ΈΈΈΈΈΈΈΈΈΈΈொொொொொொொொொொொΛΛΛΛΛΛΛΛΛΛΛԠԠԠԠԠԠԠԠԠԠԠԉԉԉԉԉԉԉԉԉԉԉ͍͍͍͍͍͍͍͍͍͍͍͖͖͖͖͖͖͖͖͖͖͖ͯͯͯͯͯͯͯͯͯͯͯͨͨͨͨͨͨͨͨͨͨͨͩͩͩͩͩͩͩͩͩͩͩ͠͠͠͠͠͠͠͠͠͠͠ɺɺɺɺɺɺɺɺɺɺɺ͋͋͋͋͋͋͋͋͋͋͋ ΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓ͕͕͕͕͕͕͕͕͕͕͕ͱͱͱͱͱͱͱͱͱͱͱ͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏ ͍͍͍͍͍͍͍͍͍͍͍͟͟͟͟͟͟͟͟͟͟͟͝͝͝͝͝͝͝͝͝͝͝···········͢͢͢͢͢͢͢͢͢͢͢ɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻ 平成22年

3月12日現在

みみなかみ町においみなかみ町においてて

住宅用太陽光発電施設への補助金制住宅用太陽光発電施設への補助金制度度がはじまりまがはじまりますす
◆平成22年4月1日より申請を受け付けます。
◆1kWあたり25,000円で上限100,000円を予算の範囲内で補助します。
◆町民が居住する住宅が対象です。
◆詳しくはお問い合わせください。



ใみなかみ2010.04／第54号޿20

七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七

஍஍஍஍஍஍஍஍஍஍஍ҬҬҬҬҬҬҬҬҬҬҬแแแแแแแแแแแׅׅׅׅׅׅׅׅׅׅׅࢧࢧࢧࢧࢧࢧࢧࢧࢧࢧࢧԉԉԉԉԉԉԉԉԉԉԉηηηηηηηηηηηϯϯϯϯϯϯϯϯϯϯϯλλλλλλλλλλλーーーーーーーーーーーͩͩͩͩͩͩͩͩͩͩͩΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑりりりりりりりりりりり シリーズ
●１３

みなかみ町の

介護施設紹
介

前月号に続き、通所介護（介護予防）施設を紹介します。通所介護施設
は、通常デイサービスと呼ばれ、町内には11の施設があります。
今月号でご紹介するのは、「通所介護 おりづる」です。

「通所介護 おりづる」は、上越線上牧駅から約
200ｍ南、上牧公民館の隣にあります。2階建ての
木造民家を改修して、昨年の10月に開所したばかり
の施設です。南向きで日当たり良好の居間は、こた
つにいながら暖かな日ざしを身体いっぱい浴びるこ
とができます。
訪れた日には、5名の利用者がいました。手作り

のメガネ立てや毛糸を束ねた犬などの作品を目の前
に置くと、「これ作りたい。」と早速作り出す人、見
ているうちに作りたくなり始める人、作り方を教え
る人など、明るい様々な会話が始まります。
日課も強制もありません。利用者の自発性を待ち、

できることを引き出します。利用者同士の会話の中
からの「関係づくり」にも、心掛けています。
管理者の大島さんは、「以前、仕事の傍ら、母親を

介護されている方を知っていて、そういった方が仕
事に専念できる施設を作りたいな。と思ったことが
施設を始めるきっかけでした。『その人らしく居ら
れる場所』を目指し、現在利用者を募集中です。」と
話されていました。

●通所介護（介護予防）施設とは
自宅からの通い（送迎付き）により、要支援以上
と認定された介護を必要とする方々に食事や入浴、
リハビリやレクリエーション活動などを通じて、日
常生活動作の向上、健康保持や仲間作りなどのサー
ビスが受けられます。
また、介護者の負担軽減にも有効な施設です。
次号では、「水上デイサービスセンター」をご紹介
いたします。

年度も改まり、今月号から消費者被害に遭わないよう、消費者被害シリーズを開始します。
消費者被害のいろいろな手口や被害の内容などについて、実例を含めた解説をわかりやすく説明
すると共に法律に関した悩み事などについても一緒に考えてみましょう。
知っておくことで被害を未然に防ぎ、安全で安心した生活をおくるための参考としてください。

●だまされない ひっかからない 安易に契約しない ～消費者被害１～●

通所介護 おりづる 上牧1893番地1☎（50）7001

◎法テラスについて 一人で悩まずまず相談を
最近、包括支援センターに問い合わせのある内容

でも、法律に関する相談や借金返済等に関する悩み
の相談が多く見られます。
法律に絡むトラブルに対応する専用相談窓口とし

て日本司法支援センター、通称「法テラス」があり
ます。覚えておきましょう。
法律関係の困りごとや法律に絡む問題なのかと

いった相談等、内容に応じた案内があります。
◎支援内容
①相談内容について、解決のための法制度やその手
続についてご案内いたします。
②弁護士、司法書士による法律相談を希望する場合
には、相談窓口をご紹介いたします。
③経済的に困っている方には、一定の収入要件を満
たした場合、無料で法律相談が受けられます。また、

継続して相談する場合には、費用立替制度もありま
す。制度が利用できるかについても問い合わせてみ
てください。
④情報提供は、無料です。相談の際の通話料金は、
ご負担願います。
⑤秘密は固く守られます。
◎相談例
消費者被害、借金、夫婦間・男女間トラブル、労
働関係、保険・年金関係、事故損害補償関係、その
他法手続などに関すること。
◎電話番号
全国一律電話番号 0570－078374
法テラス群馬 050－3383－5399
受付時間は午前9時～午後9時まで。土曜日は午
後5時まで。祝祭日および日曜日はご利用できませ
ん。

消費者被害から高齢者・障害者を守る最新情報『見守り新鮮情報』
http://www.consumer.go.jp/shinsen/mima.htm 注意のためのリ－フレットも取り出せます。
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●問い合わせ先 子育て健康課 子育て支援グループ 察25‐5009

─みなさんの健康づくりをしっかりとサポートします─
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～対象者には事前に通知いたします～

■会場 町保健福祉センター
■対象 3か月児/8か月児/12か月児/妊婦および産婦
■期日 ４月１日（木）・５月６日（木）
■時間 ９時30分～11時30分
■受付時間および内容
＊３か月児 10:00～10:15計測・問診・ふれあい遊び
＊８か月児 9:45～10:00計測・問診・栄養相談
＊12か月児 10:15～10:30計測・問診・栄養相談
＊妊・産婦 9:30～11:30母乳相談（予約制）

■会場 水上保健センター２階
■対象 1歳児から未就学児（全地区）
■期日 ４月６日（火）・５月11日（火）
■時間 10時～12時
～子どもの発育と育児について親子で学ぶ楽しい教室～

̐月●਌子でできるリズϜ遊びڔڔڔڔڔڔڔڔڔڔڔ

̑月●฼の日の贈り෺を作Ζうڔڔڔڔڔڔڔڔڔڔڔ

乳幼児健診

乳児相談・母乳相談

子育てセミナー（育児支援）

苅苅苅苅苅苅 乳児健診 苅苅苅苅苅苅
■会場 町保健福祉センター
■対象 ４か月児・10か月児
■期日 ４月21日（水）・５月13日（木）
■受付 ４か月児 13時45分～14時

10か月児 12時45分～13時

苅 幼児健診 苅幼児健診は地域に関係なく受診できます。
お気軽にお問い合わせください。

■会場 町保健福祉センター
■対象 就園前の乳幼児と親（全地域）
■期日 ４月９日（金）・16日（金）・23日（金）

５月14日（金）・21日（金）・28日（金）
■時間 10時～12時 ■主催 にこにこくらぶ

～遊びながらお友達と出会う楽しいひろばです～

̐月23日●こいの΅り作り ڔڔڔڔڔڔڔڔڔڔڔڔ

̑月28日●消防࢜さんのお࿩ ڔڔڔڔڔڔڔڔڔڔڔ

◇ベビーマッサージを開始します（1歳までの乳児対象）
■日時 ４月９日（金）・５月14日（金） 10：30～11：00
■持ち物 バスタオル、フェイスタオル、防水シーツ
※費用は無料で、予約も必要ありません。

■会場 子育て健康課
■対象 全地区
■４月 ５日（月）・12日（月）・19日（月）・26日（月）
■５月 10日（月）・17日（月）・24日（月）・31日（月）
■時間 9時～11時30分 13時～16時

母子健康手帳交付

５月４月健 診 名

26（水）1歳6か月児健診 対象 1歳7・8か月児

14（水）2歳児歯科健診 対象 2歳1・2か月児

9（金）2歳6か月児歯科健診 対象 2歳7・8か月児

19（水）3歳児健診 対象 3歳1・2か月児

子育てひろば にこにこくらぶ

■会場 町保健福祉センター

おともだ
ちが
ふえたよ！おともだ
ちが
ふえたよ！おともだ
ちが
ふえたよ！

刺刺22月の出生月の出生者者刺刺

計女の子男の子

6人3人3人月夜野地域

4人2人2人水上地域

2人1人1人新治地域

12人6人6人計

◆数字は住民基本台帳に
基づくものです。

（3月15日現在）

４月のじゃんぷの日（毎週木曜日）は以下の通りです。
■会場 子育て支援センター ベビールーム

（にいはるこども園内２階）
■対象 就学前の子どもと保護者 ■時間 10時～12時
■主催 １日●ಡみฉかせ

15日●޻作（こいの΅り作り）
22日●おおきくなったかなʁ

̑月̒日●ಡみฉかせ
◇プチ子育て講座のお知らせ
県内で活躍中のプロ中のプロがどんなことでも楽しく答
えてくれます。
■期日 ４月12日（月） ■時間 10時～
■場所 汽車ぽっぽキッズルーム
■協力 群馬県幼児教育センター
■内容 「子育てのたのしみ方」
※子育て支援センター「汽車ぽっぽ」については、
☎（64）1848までお問い合わせください。

子育て支援センター 汽車ぽっぽ５月４月健 診 名

28（水）1歳6か月児健診 対象 1歳7・8・9か月児

28（水）2歳児歯科健診 対象 2歳1・2・3か月児

28（水）2歳6か月児歯科健診 対象 2歳7・8・9か月児

28（水）3歳児健診 対象 3歳1・2・3か月児

■会場 水上保健センター

■会場 町保健福祉センター
■期日 ４月13日（火）・16日（金）・20日（火）・

23日（金）・27日（火）
■受付 13時10分～13時30分

ポリオ



3月に行われた主な行事
3（水）～12（金） ■3月議会定例会˔本庁舎議場
12（金）■町立中学校卒業式
18（木）■私立若栗幼稚園卒園式
21（日）■第10回みなかみ歩くスキーフェスティバル

˔水上高原スキーリゾート
23（火）■町立にいはるこども園卒園式・月夜野北幼稚園卒園式
24（水）■町立月夜野幼稚園卒園式・下牧分園卒園式
25（木）■町立小学校卒業式
26（金）■町立第一保育園卒園式・第二保育園卒園式・第三保育園卒園式
27（土）■私立月夜野保育園卒園式

4月
5（月）■町立第三保育園入園式・私立月夜野保育園入園式
7（水）■町立小・中学校始業式・入学式
8（木）■町立にいはるこども園入園式・町立月夜野北幼稚園入園式
9（金）■町立月夜野幼稚園入園式・町立月夜野幼稚園下牧分園入園式
10（土）■私立水上わかくりこども園開園式・入園式

5月
1（土）■‘みなかみ’なつこ後援会設立総会˔カルチャーセンター
16（日）■みなかみ町消防団ポンプ操法競技会˔月夜野緑地広場駐車場
29（土）～30（日）■リバーベンチャー選手権大会˔水明荘～諏訪峡

森 を 育 み 生 命 を 運 ぶ 利 根 川 源 流 の 町

数字は住民基本台帳
に基づくものです
※（ ）内は前月比

3月1日現在

総人口 22,484人（－ 33）
男 10,861人（－ 21）
女 11,623人（－ 12）

世帯数 8,226世帯（－ 12）

町の主な
行事予定
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東京藝術大学卒業生・修了生から
みなかみ町に寄贈された作品を

紹介しています

東京藝術大学卒業生・修了生寄贈作品Gallery

『花火』
作者／池田由佳利
規格・素材／

H１,１６０mm×W９００mm
キャンバス・油彩

作品の一部を「みなかみコレクション
展」として、役場水上支所2階および商
工会水上支所2階に展示中です。
■開場日
月曜日～金曜日（祝祭日は除く）

■開場時間
午前9時～午後4時30分

●今月の表紙●
ひな飾りと一緒に

｢はいポーズ!!｣
写真㊤＝水上第一保育園
写真㊦＝水上第二保育園

町内各幼稚園・保育園において、
3月3日にひなまつりが行われました。
水上第一保育園・第二保育園は3
月末で閉園となり、同園舎で行う最
後のひなまつりとなりました。ひな
壇には、園児たちの手作り作品など
が飾られ、それぞれ趣があるおだい
り様・おひな様がならびました。
4月から水上地区には、従来から
ある若栗幼稚園と新設の水上保育園
を併設する私立水上わかくりこども
園がスタートします。
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5月31日（月）まで

「「見直そ「見直そうう
緑の恵みと 火のしまつ緑の恵みと 火のしまつ」」

★★★枯れ草のある場所や、風の強い時枯れ草のある場所や、風の強い時、、
空気が乾燥している時は、たき空気が乾燥している時は、たき火火
をしないようにしましょうをしないようにしましょう！！

★★ごみの焼却は行わないようにしごみの焼却は行わないようにしまま
しょうしょう!!
★★たばこの吸殻は必ず消すとともにたばこの吸殻は必ず消すとともに、、
投げ捨ては行わないようにし投げ捨ては行わないようにしまま
しょうしょう！！
★★火遊びはしない、させないよう火遊びはしない、させないようにに
しましょうしましょう！！

★★火入れを行う時は、必ず消防関火入れを行う時は、必ず消防関係係
機関へ事前に届出を行うとともに機関へ事前に届出を行うとともに、、
強風時や乾燥時は実施しないよ強風時や乾燥時は実施しないようう
にしましょうにしましょう！！

森林は、災害の防止や二酸化炭素
の吸収といった私たちの生活に重要
な役割を果たしています。
たき火・タバコの火の不始末など
が原因で毎年多くの森林が失われて
います。
空気の乾燥する３月から５月にか
けては、山火事が非常に発生しやす
くなります。
大切な森林を守るため、次のこと
に注意して山火事を起こさないよう
にしましょう。

山火事から「緑」を守ろう!!
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選挙期日 4月18日日 告示：4月13日火

◎みなかみ町議会議員選挙が4月18日に執行されます。
◎期日前投票・不在者投票は14日（水）から17日（土）まで、
役場および各支所で行えます。
◎詳細につきましては、選挙公報をご覧ください。

みなかみ町選挙管理委員会 ☎62‐2111（内621）


